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Nagkaisa News    No.10

2020年度、計画段階では「対面による」講座を考えていたのですが、コ
ロナ禍にあってほとんどすべての講座をzoomでの実施に切り替えまし
た。結果、前年の3倍にあたる約300名の方々にご参加いただきました！
オンラインということもあり海外・県外からのご参加や、懐かしい方々
にも気軽にご参加いただけたことは、とても良かったです。写真は10月
24日（土）に実施した「今、地域に求められている日本語教育『浜松市
の多文化共生施策から考える』」です。近い将来の社会的な動向を踏ま
えて、地域日本語教育のあり方について学びました。（講師：古橋広樹
氏…浜松市国際課／松井孝浩…文化庁国語課）
その他の講座の詳細については、ホームページをご覧ください。
ホームページ:http:// filipinonagkaisa.org/  

地域に求められている日本語教育「浜松市の多文化共生施策から考える」
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フィリピノナガイサ事業紹介

2012年にNPO法人に移行して以来、フィリピ

ノナガイサは「共生社会実現」を目的とし、
活動しています。教育支援活動を軸とし、外国
人生活者の視点に立ち、外国人生活者が日本
で生活していく上で必要な支援は何である
か？共生社会の実現のために必要な取り組み
は何か？を掘り下げ、事業を立案し、実施して
います。また昨今の外国人材受入に伴い、共生
社会実現のための日本人向け講座等も行なっ
ています。
　現在は、右図の４事業を柱としています。
2020年度の事業・教室活動については下図の
通りです。

２０２１年度　教室スタート
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日本語教室事業 
①バヤニハンクラス 
2020年度はコロナウィルス感染予防と切り離せない教室活動になりました。みなさんは公的機関の各所から
「コロナ禍での新しい生活様式について」の情報提供がなされていたことをご存じですか。例えば浜松市の「や
さしい日本語×ピクトグラム」、東京都による「やさしい日本語」での動画素材があったのですが、当法人では
そういったものを日本語学習教材に取り入れ、情報提供をしてきました。詳細はHPをご覧ください。 

②青年クラス 
来日したばかりの16歳～19歳の生徒に対して、日本での生活について学ぶ教室です。各月ごとにテーマを設定
し、自分自身で「できること」を増やすことを目的にしています。『公共交通機関を使ってHICEに行く」、『防
災センターに行く』のような体験学習も取り入れています。 

③浜北教室（浜松市日本語教室入門クラス・日本語教室週末コース・浜名1期浜松市委託） 
こちらは浜北地区に暮らす外国人のための日本語教室です。ひらがな・カタカナの読み書きや日常会話を勉強
しました。令和3年度も同地区にて、継続して委託を受けています。 

子供支援事業　　　  ①ハロハロ教室 
ハロハロ日本語クラスは土曜日の13:30～15:30に浜松市南部協働センターで行っています。（対
象者：小学校～中学校の年齢）来日したばかりのまだ日本の学校に慣れていない子ども達のクラス
です。『初期適応教室』と『学習支援教室』に分けて実施しています。初期適応教室では、バイリ
ンガル講師の先生が来日したばかりの生徒に学校で使われる日本語などを教えています。バイリン
ガル講師として活躍している先生の中には、ハロハロ教室で育った高校生や大学生もいます。学習
支援教室では、日本人のボランティア先生が児童生徒の持ち寄った宿題を見てくれています。 

②駅南教室 
不就学の児童生徒や学齢超過の生徒を対象とした教室です。2020年9月からスタートしました。
昨年度は高校進学を希望する学齢超過の生徒が2名在籍しました。アルバイトで疲れていても、自
転車と電車を乗り継いで週に３回通って勉強しました。作文を何回も先生と練り直し、難しい言い
方で出題されても、それに対して作文用紙に綺麗に漢字で書くということは、日本語の勉強を始め
て1年程度という2人には、とてつもなく高いハードルだったかと思います。途中、日本の学校
か、フィリピンの学校か、迷った時期もありましたが、最後まで頑張ってつかんだ未来です。そし
て、この4月から元気に高校に通っています。新年度となった現在、新たに4名の若者が日本の高
校進学を目指して勉強中です。今年度も皆さんがんばって進路を拓きましょう！ 

③面接作文クラス 
高校進学のために必要となる面接・作文を勉強するための教室です。昨年度は8名の生徒が在籍
し、無事高校に進学することができました。左の写真は模擬面接試験を実施した際の写真です。浜
松市内で中学校の校長先生をされていた方に試験官をお願いし実施しました。 

キャリアアップ支援事業 
①職業訓練 
2021年1月28日～4月27日まで「離転職者訓練 定住外国人向け訓練 パソコン
ビジネス課」を実施しました。在籍者数は8名でした。2019年度の修了生から
「訓練の取り組み方」についてお話をしてもらいました。就職についてのサポー
トもしています。 
②人材育成講座 
人材育成講座では静岡県立大学の高畑幸教授にお越しいただき、定住外国人の方々向けに通訳士についての講座
を実施しました。フィリピン、ブラジル、ペルーなど多くの方々に参加していただけました。
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FMHaro 76.1 amizade Hamamatsu
 (AMIHAMA)　6:00pm~7:00pm
この番組は週ごとにいろいろな国が担当して
います。毎月第1日曜日はフィリピノナガイサ
によるオンエア。フィリピンの文化や歌を日
本語とタガログ語で紹介しています。

＜会員募集中＞ 
NPO法人フィリピノナガイサはたくさんの方々にご支援いただき、在住フィリピン人をは
じめとする外国人生活者の方々への支援活動をおこなっています。引き続き、安定した活
動・運営を続けていくために、ご賛同・ご支援いただける団体・個人の会員を募集してい
ます。 
<年会費>  
賛助会員 大 人: 4,000円  
賛助会員 子ども: 1,000円  
賛助会員団体 一口:10,000円  

<お問い合わせ> 
Tel : 080-4308-8380(フィリピノ語 中村)  
　　　 090-9175-8380(日本語 松本) 
Mail : filipinonagkaisa@yahoo.co.jp  
ホームページ:http:// filipinonagkaisa.org/  

フィリピノナガイサ　スタッフ 
代表理事：　☆中村　グレイス 
　　　　：　☆松本　義一 
　　　　　　　 
理事　　：　☆鈴木　エバ 
　　　　　　☆半場　和美 
　　　　　　☆平原　エテル 
　　　　　　☆吉田　佐織 

スタッフ：　☆アバス　マリ 
　　　　　　☆加藤　友裕 
　　　　　　☆高柳　史江 
　　　　　　☆田中　寛美 
　　　　　　☆只尾　ジェニファー 
　　　　　　☆原田　ミカ 
　　　　　　 
監　事　：　税理士法人黎明  
　　　　　　祖父江会計事務所 
　　　　　　　☆湊　健一郎

2020年度はコロナウイルス感染拡大の影響により例年通りの教室開催が行え
ず、感染状況を考慮しながらの教室実施となりました。しかしながら、対面
式・集合式からオンラインでの実施に切り替えたことで、これまでは遠方に 

住んでいるため公開講座に参加できなかった方々にも多く参加してもらうことができまし
た。2021年2月にはオンライン公開講座の一部を浜松国際交流協会のグローバルフェアの
中でも実施いたしました。こちらも多くの参加者にご覧いただけて、大変嬉しく思ってお
ります。 
　フィリピノナガイサの活動は、公的機関からの委託事業が
多いのですが、委託事業の内容が徐々に「移民」家族を意識
した内容にシフトしてきていることを感じます。今後、より
多くの外国人生活者の方々が静岡県、浜松市に住むことが予
想されます。地域に住む誰もが「安心・安全」で暮らしやす
い場所となるように、当会としては外国人生活者の方々の日
本語教育・キャリアアップ支援を軸として社会貢献をしてい
きたいと考えております。

＜FN NIHONGO＞ 

日本語学習のセルフスタディを促進するため
に、「日本語コミュニティ」と連携し、フィリ
ピノナガイサ日本語コミュニティ（以下 FN 
N）を立ち上げました。「日本語コミュニ
ティ」は世界最大級の日本語学習支援コミュニ
ティとして37,000人以上のメンバーが参加して
います。今後、「日本語コミュニティ」と
「FN N」を活用した取り組みを行っていきま
す。
←「日本語コミュニティ」と「FN N」の関係
図。
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